
１・２年生大会担当審判員周知事項 

１、試合時間は全て１６分（７分―２分―７分）で行います。 

※時間を厳守しアディショナルタイムは採用しません 

 第一試合のみ審判委員長の笛で一斉同時キックオフとなります 

２、コイントスは必ず試合前の集合場所で行い、勝ったチームがキックオフか

エンドを選択することができます。 

３、同点の場合は延長戦ナシで、予選リーグは引き分け、決勝トーナメントは同

点の場合ＰＫ戦１本（決勝と３決のみＰＫ戦３本） 

４、予選リーグで１、２位を決める際に成績が全て同点の場合はコイントスで

決定します。（本部対応で審判員が実施する必要はありません） 

５、両チームのあいさつは省略し、速やかに次の出場チームと入れ替わるよう

に誘導願います。 

６、競技者の安全を守りつつ楽しんでプレー出来るように努めて下さい。 

７、ＦＫやキックイン時はきちんとボールを静止させること。 

８、１、２年生の低学年なのでこのような大会は慣れていないことから、審判員

はフォローの上指示・誘導をお願いします。 

９、試合終了後主審は速やかに大会本部へ結果を報告すること。 

１０、 ゴールスロー、パントキックについては（他の競技者やピッチに触れる

前に）直接ハ―フウェ―ラインを越えてはならない。 

  この反則は相手側チームに間接ＦＫを与える事とする。なお間接ＦＫの再

開場所はハーフウェ―ライン上の任意の地点から行われる。 

１１、ゴールキーパーのゴールスローについては厳格に「６秒ルール」を適用し

て警告を与えるのではなく、口頭で早く投げるように注意すること。 

  （何度注意しても投げない場合については遅延行為で警告を与える） 

   ゴールスローはペナルティーエリアを直接出た時にインプレーとなる。 

１２、キックオフからの直接ゴールを狙ってはいけない（得点は認められない）。 

   この反則については、センタースポットから相手側チームの間接ＦＫで

再開する。 

１３、フリーキック及びキックインの時に、相手競技者は５Ｍ離れなければなら

ない。なお、キックインから直接得点はできない。 

１４、ゴールスローについてはペナルティエリアを直接出た時にインプレーと

なる。 
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